
２０１９年度第１回ＣＰＤ協議会公開シンポジウム

ＰＣ工学会における教育事業の取組み

公益社団法人 プレストレストコンクリート工学会
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１．ＰＣとは

予めＰＣ鋼材によって応力を与えコンクリートに圧縮応力を
作用させることによって、引張力に強い構造とし、長大橋、建
築、容器構造物、防災構造物に対応しております。

２
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２．ＰＣ工学会の理念と主な事業活動

ＰＣ工学会は、ＰＣおよびコンクリート構造に関する学術と技術
の進歩、ならびに会員の資質の向上と国際的な情報交流を図り
、社会の安全と発展に寄与するため、さまざまな調査・研究・資
料収集・広報活動を行っています。

（１）ＰＣ技術に関する調査、研究とその成果の普及
（２）会誌等の発行および講習会、セミナーの開催
（３）ＰＣ技術の発展に資する国際活動
（４）ＰＣに関する技術者の資格付与と教育
（５）その他、ＰＣ工学会の目的達成に必要な事業

３



プレストレストコンクリート工学会（ＰＣ工学会）

◼ １９５８年「プレストレストコンクリート技術協会」設立：創立６０年目

◼ ２０１２年４月 公益社団法人へ移行 （ JPCI ）

◼ 定款：『本会は、プレストレストコンクリートおよびコンクリート構造
に関する学術と技術の進歩、ならびに会員の資質向上と国際的
な情報交流を図り、もって社会の安全と発展に寄与する。』
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① 会誌 『プレストレストコンクリート』の年6回の発行

②年次事業：『プレストレストコンクリートの発展に関するシンポジウム』
③ 技術者資格認定事業 ⇒ H27.1 国土交通省技術者資格登録認定

プレストレストコンクリート技士制度：1993年度発足
コンクリート構造診断士制度：2007年度発足

④年次事業：『ＰＣ技術講習会』 （全国９会場にて毎年6月に開催）
⑤各種技術規準の刊行
⑥ＰＣ工学会賞の授与

◼主な事業活動



３．会員数の推移
２０１８年３月：個人正会員 ２,５４６名
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２０１４年度『会員増加推進小委員会』を設置し、会員増加に取組んでいる。
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個人正会員

2004年ピーク
4,082名

2017年
2,451名



• ＰＣ工学会個人正会員の減少傾向
2004年（H16年）の4082人をピークに4割の減少

・・・受注環境連動，企業合理化，団塊世代退職，
企業採用手控え，新卒希望者減少

• ＰＣ技術の継承，発展に影響
・・・現状の会員の業種別，年齢層の分析が必要

2014年度『会員増加推進小委員会』を設置
・・・会員のメリットは何か？ →メリットを享受へ
・・・コンサル，大学への働きかけ
・・・学生会員増は，就職先コンサル，発注機関に

も将来的に繋がっていく
・・・ＰＣ有資格者非会員への働きかけ

個人正会員数の推移からみる課題
6



会誌「プレストレストコンクリート」 を年6回発行

61巻2号 特集：『６０年のあゆみとこれから』 （2019年3月31日発行）

【巻頭言】ＰＣ工学会会長

【奇書】ｆｉｂ会長、国交省技術審議官、ＪＣＩ会長、ＰＣ建協会長

【総論】ＰＣ技術を振り返る（土木／建築分野）

【論説】ＰＣ技術の進展：

高速道路橋／鉄道橋／海洋構造物／

架設工法／ＰＣタンク／建築物／緊張材／

コンクリート材料／ＰＣグラウト

【論説】ＰＣサステナビリティ社会に向けて

【解説】近年の道路橋の震災経験から学ぶ／

日本におけるＰＣのはじまりから黎明期

そのほか、【海外文献】 【講座】 【研究室紹介】

【構造診断士レポート】 【サロン】 【書籍紹介】 【工学会記録】を掲載

7
５．教育事業（１） 会誌の発行



第28回シンポジウム

「プレストレストコンクリートの発展に関するシンポジウ
ム」を毎年秋に開催しており、今年で２８回を数えます。
シンポジウムでは、ＰＣに関する調査・研究・設計・施工・
維持管理など、多方面にわたる最新の技術や研究が発
表され、技術者・研究者の研鑽および交流の場としてお
ります。

・2019年11月7日(木)・8日(金)

・ 会場：ウインクあいち

（愛知県産業労働センター）

・ 記念講演、一般講演

・ 技術展示、技術紹介

8

ｰPC工学会設立60周年記念大会ｰ

５．教育事業（２） シンポジウムの開催



ＰＣシンポジウムの参加者・講演数の推移

参加者数
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ＰＣ技士は、ＰＣ構造の
計画、設計、施工および
管理に十分な専門的知
識と経験を有し、品質確
保、耐久性の向上およ
び維持管理への配慮に
努める。

ＰＣ技士の役割

ＰＣ構造物の品質確保、耐久性向上に貢献する。

国土交通省 技術者資格登録認定
2015年1月

「公共工事に関する調査及び設計等の

品質確保に資する技術者資格登録」

■ 橋梁（コンクリート橋）：点検業務

登録番号第30号（品確技資第30号）

登録者 5,286名
（2019年3月末現在）

プレストレストコンクリート技士制度
１９９３年度発足

５．教育事業（３） 資格認定
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コンクリート構造診断士制度 ２００７年度発足

プレストレストコンクリートとコンクリート構造物の点検、診断、
維持管理に関する幅広い知識をもった技術者を養成し、安全
で安心な社会に貢献する。

コンクリート構造物を対象
として点検およびその劣
化程度を診断し、維持管
理の提案を行う。
構造物全体としての耐力、
あるいは耐震性能等の診
断に関して助言できる能
力を備える。

構造診断士の役割

登録者 1,257名
（2019年3月末現在）

国土交通省 技術者資格登録認定
「公共工事に関する調査及び設計等の

品質確保に資する技術者資格登録」

■ 橋梁（コンクリート橋） 2015年1月登録
点検業務（担当）：品確技資第２９号

診断業務（担当）：品確技資第３８号

■ トンネル 2017年2月登録
点検業務（担当）：品確技資第１９１号
診断業務（担当）：品確技資第１９５号

■ ｼｪｯﾄﾞ・大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ等 2019年1月登録
点検業務（担当）：品確技資第２７８号
診断業務（担当）：品確技資第２８２号



ＰＣ技士・構造診断士資格者増加への課題
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■国交省民間資格登録認定により、

認知度、個人のモチベーション、企業のインセンティブ
⇒受験者の増加につながる活動

■有資格者へのメリットを

享受できるようインセンティブの付与 ⇒業務発注要件、工事発注要件に
コンクリート構造、ＰＣ構造に関する専門性、技術能力の評価を

■受験しやすい環境づくりを

・講習会（東京，大阪，福岡） ⇒2017年度より、ｅラーニング導入
・受験地（東京，大阪，福岡）
・過去問題解説テキスト発刊

■技術レベルの維持、向上を

更新時の講習方法（現在、レポート提出）⇒ ｅラーニング導入の検討
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５．教育事業（４） ＰＣ技術講習会

ＰＣ技術の普及と最新技術の提供のため、毎年６月
に全国９都市にてＰＣ技術講習会を開催している。

第４７回ＰＣ技術講習会（総合テーマ：いま求められるＰＣ技術）

・全国９都市で開催：6/4東京、6/6大阪、6/11広島、6/12高松、
6/14札幌、 6/18名古屋、6/21新潟、6/25仙台、6/26福岡

・講演題目
特別講演（各地域の大学の先生、官庁の有識者）
Ａ「熊本地震からの復旧事例に学ぶ橋の補修補強と維持管理」
Ｂ「PCaPC技術による構造デザイン」
Ｃ「高速道路の取組み」（首都高高速道路、ＮＥＸＣＯ３社）
Ｄ「新幹線建設と鉄道PC橋維持管理の最新動向」
Ｅ「PC技術の国際動向」

・参加者数：2,187名参加

１３



ＰＣ技術講習会の参加者推移

14
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ＰＣ技術講習会アンケート結果

15

参加者職種 参加感想

参加者年齢 参加回数

１５
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ＰＣ工学会
組 織 図

Ｐ Ｃ ア ー カ イ ブ ス 委 員 会

理　　事　　会

事　　務　　局

シンポジウム幹事会

シンポジウム論文審査部会

シンポジウム実行委員会

ナショナルレポート編集委員会

試 験 問 題 小 委 員 会

講 習 会 小 委 員 会

研 修 小 委 員 会

技 術 講 習 会 小 委 員 会Ｐ Ｃ 技 術 講 習 会 委 員 会

更新用プレキャストＰＣ床版技術検討委員会（その２）

ＰＣサステナビリティ委員会

国 　際 　部 　門

公 募 研 究 課 題 選 定 委 員 会

国 際 対 応 小 委 員 会国    際    委    員    会

プレストレストコンクリート工学会賞選考委員会

試 験 問 題 小 委 員 会

 講 習 会 小 委 員 会

コンクリート構造診断士委員会

技 　術 　部　 門 Ｐ  Ｃ  技  士  委  員  会 試 験 運 営 小 委 員 会

試 験 運 営 小 委 員 会

受　託　研　究

公　募　研　究

Ｐ  Ｃ  鋼  材  委  員  会

Ｐ Ｃ 技 術 規 準 委 員 会 ＰＣ技術規準改訂小委員会

規準・指針の国際展開小委員会

ＰＣ橋の維持管理マニュアル作成委員会

コンクリート構造設計施工規準改訂小委員会

連続繊維補強材ＰＣ構造適用に関する委員会

ＰＣ複合津波防災構造委員会

学   術   部   門 会  誌  編  集  委  員  会 会員増加推進小委員会

総   務   部   門  総　務　委　員　会　 名誉会員推薦小委員会

論文審査小委員会

５．教育事業（５） 委員会活動



５．教育事業（６） 国際交流
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・fibにおける活動
国際構造コンクリート連合（fib）に加盟しており、主に構造

分野を担当している。総会、理事会、最高幹部会および研
究委員会などに参加し、fibの重要な行事の企画、立案、運
営、調査、研究活動に参画している。

・調査団の派遣
国際会議開催時に調査団を派遣し、各種構造物の視察

や関係機関の訪問を通じて国際交流を図っており、その概
要を会誌にて報告している。

・国際交流
ミャンマーMOCと橋梁セミナー、ベトナムITSTとワーク

ショップを定期的に開催している。

１７
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fibオープニングセレモニー

ミャンマー橋梁セミナー開催状況 ミャンマー橋梁セミナー主催者・講演者

１８



５．教育事業（７） 規準類などの図書の発行
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・委員会を設置し、各種規準類を整備している。

・ＰＣ技士、コンクリート構造診断士のテキストを作成し、受
験者に対応している。

・会誌連載の「講座」を纏めて講座集を発刊した。

・新入社員研修役立つ「フレッシュマンのためのＰＣ講座」
を発刊した。

１９



技術規準・指針等の刊行（１）
20

技 術 規 準 ・ 指 針 等 発 行

外ケーブル構造・プレキャストセグメント工法 設計施工規準 2005.06

複合橋設計施工規準 2005.11

貯水用円筒形ＰＣタンク設計施工規準 2005.11 

ＰＣ斜張橋・エクストラドーズド橋設計施工規準 2000.11

ＰＣ斜張橋・エクストラドーズド橋維持管理指針 2011.04

高強度コンクリートを用いたＰＣ構造物の設計施工規準 2008.10

コンクリート構造物設計施工規準 －性能創造型設計- 2011.09 

高強度ＰＣ鋼材を用いたＰＣ構造物の設計施工規準 2011.05 

ＰＣ箱桁外ケーブルに用いる防錆被覆ＰＣ鋼材の性能照査指針 2012.04

ＰＣグラウトの設計施工指針（改訂版） 2012.12 

ＰＣ構造物高耐久化ガイドライン 2015.04

ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針（案） 2015.08



技術規準・指針等の刊行（２）
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技 術 規 準 ・ 指 針 等 発 行

既設ポストテンション橋のＰＣ鋼材調査および補修・補強指針 2016.09

更新用プレキャストＰＣ床版技術指針 2016.07

プレキャストＰＣ床版による道路橋更新設計施工要領 2018.07

コンクリート橋・複合橋 保全マニュアル 2018.07

高強度鉄筋緊張ＰＲＣ構造設計指針（案）・同解説 2019.07

コンクリート構造技術規準 －性能創造による設計・施工・保全－ 2019.09予定

繊維強化ポリマー(FRP)のコンクリート構造物への適用に
関する設計・施工指針（案）

2020年予定

ＰＣ斜張橋・エクストラドーズド橋設計施工規準 －改訂版－ 2020年予定
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規準・指針等以外の最近の刊行物

図 書 名 発 行

ＰＣ津波防災シンポジウム講演論文集
「津波防災のためのＰＣ構造物の可能性を探る」（セミナーテキスト）

H27.08

会誌「プレストレストコンクリート講座集」（全11分冊） H27.10

フレッシュマンのためのＰＣ講座・増補改訂版（平成28年1月） H28.01

第46回ＰＣ技術講習会テキスト 「日本の誇れるＰＣ技術」 2018.06

National Report of Japan on Structural Concrete 2018 2018.10

第27回プレストレストコンクリートの発展に関するシンポジウム
論文集

2018.11

コンクリート構造診断技術 2019.01

プレストレストコンクリート技術 2019.07
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５．教育事業（８） ＰＣアーカイブス

PC黎明期の技術を次世代に伝承する使命のもと、ホームページ
に「PCアーカイブス」を開設します（2019年１１月予定）。

２３
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５．教育事業（９） ＰＣ工学会賞

ＰＣ技術の発展に顕著な貢献をし
たと認められる業績に対し、ＰＣ工
学会賞（論文賞、作品賞、技術開
発賞、施工技術賞）を授与します。

平成30年度樹氷作品

２４
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６．まとめ

■会員数をいかに増やすかが今後の課題である。

■建設会社は、受注案件に技術者のＣＰＤが施主
より要求される。ＣＰＤを求めて、講習会などに参
加者は見込めるが、いかに質の高い技術を提供で
きるのかが今後の課題である。

■ＰＣ工学会は、６０周年を迎えた。今後、更に学
術団体として教育事業に取り組んでいく。

２５


